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「ポピーの花咲く頃」

【フロム . ジェイエイ】

JA －豊かな明日へ－つくば市
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令和２年度
通常総代会が開催されました
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今月の表紙「ポピーの花咲く頃」
～撮影者のコメント～

　あたり一面に立ちこめた朝靄。やがて朝
陽が射して、別世界の花畑が現れました。
　この光景を見た人は、みな魂を奪われ幾
度と無く足を運びます。私もその１人です。
　二度と見られない、ポピーの花が朝陽に
輝いた瞬間を写真にしてお届けします。
　遠くでダイヤモンド筑波が「キラリ」と
光って、お花をいっそう美しくさせていま
す。
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撮影場所　下妻市 堀篭　５月中旬
写真提供　稲葉清美さん（つくば市泉）

ＪＡつくば市の概況
令和 2年 3月 31日

正 組 合 員 数
正組合員戸数
准 組 合 員 数
准組合員戸数
出 資 金
貯 金 額
貸 出 金
長期共済保有高
購買品供給高
販売品販売高
※R2.2.1-R2.3.31

6,970 人
5,905 戸
3,731 人
2,493 戸

15億 5千万円
676億 1千万円
162億 1千万円
2,321 億 1千万円

2億 8千万円
2億 1千万円
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　令和２年度通常総代会を開催するにあたり一言ご挨拶申し上げます。皆様方には
常日頃より農協事業に深いご理解とご協力を賜り役職員一同、深く感謝申し上げま
す。
　本年度の総代会は、新型肺炎コロナウィルスの感染により学校関係（通学・卒業式・
入学式等）、イベント開催や集合研修等について自粛するよう政府より要請があり、
当ＪＡの部会の総会等は各々の役員さんと相談のうえ中止とし、書面により行うこ
ととさせていただきました。よって総代会開催においても各ＪＡへ中央会を通じて
農水省より感染機会を減らすための工夫として、原則書面による議決権の行使を奨
励することは差し支えないとの通知を受けたところです。本人の出席についてはマ
スク等の準備を頂きたいと思います。また県内ＪＡは足並みを揃え、各関係機関等
の来賓なしで開催することとした次第であります。
　経済情勢についても、新型肺炎コロナウィルス感染は世界各国へ拡大し歯止めが
かかりません。先行きの不透明感から世界同時株安の進行や人・物の移動の停滞に
よる企業倒産も発生しています。政府としても緊急対策を打ち対応していますが、
経済への深刻な影響が懸念されます。今後政府はどのような経済政策（支援策）を打ち出すかが当面の課題であり
ます。
　さて昨年を振り返りますと日本全土において 1 月から 6 月頃までに各地で地震が発生、8 月末の九州豪雨、9 月・
10 月には台風 15 号及び 19 号に見舞われ大きな被害が発生しました。県内でも地域によっては河川の氾濫や堤防
の決壊により家屋・農作物等の被害がありました。また平成の天皇が 4 月 30 日に退位され、皇太子殿下が 5 月 1
日に第 126 代天皇に即位され、年号も「平成」から「令和」に改元されました。
　このような中、ＪＡつくば市管内の水稲につきましては、作況指数は茨城南部 95 のやや不良で作柄も全体に粒
が小さく、乳白や虫害により品質が悪い状況でありました。収量においては、主食用米は平年並み、晩生品種（業
務用米・飼料用米）においては、倒伏や青立ちにより平年に比べ平均すると 1 割以上減収となりました。主な要因
としては 6 ～ 7 月の低温寡照や風害があげられ、県内でも主食用米が反当たり 7 俵～ 9 俵と格差が生じました。当
ＪＡの県銘柄産地指定のネギにおいても倒伏などの被害がありました。大豆においても水没の影響で平年の半分以
下の収量となり、農業所得増大に大きな影響を受けた年になりました。今後も気象環境が著しく変化することも予
想され、水稲や野菜等に大きな影響を及ぼすことも考えられます。自然を相手とする農業にとっては環境に順応し
た対応策が求められます。
　ＪＡつくば市は令和 2 年度 3 か年計画第 2 年次では、さらなる自己改革へ挑戦をし、「農業者の所得増大と心豊
かな地域のくらし」を実現するための安定的な経営基盤を確保するために事業改革を継続してまいります。
　最優先事項である「農業者の所得増大」においては、継続して各営農経済センターに営農相談員（ＴＡＣ）を配置し、
出向く体制の拡充と営農指導の強化を図ります。今年度より一部機構の変更をし、直販課において販売事業を一元
化し同時に実需者ニーズに応える米作りを推進するために業務用米や輸出用米の作付を進めてまいります。今後も
各部門間の連携により、農業所得の増大に努めてまいります。
　支店についてはＪＡバンク営業店事務改革の取組を見据え、統括支店制度を導入し渉外担当者の活動エリアの平
準化を図ります。また営業店システム（令和 5 年稼働予定）により職員の事務を軽減し組合員・利用者への相談や
ＪＡ商品の提案など提供できるようになります。
　次に「地域とくらしを豊かにする協同組合運動の実践」においては引き続き、地域の子どもたちに食の大切さを
伝えるための「農業体験」や「出張授業」「地域の見守り活動」を展開してまいります。そして昨年度よりＪＡ広
報誌のほか「支店だより」を全支店で発行し、支店から身近な情報を発信しています。支店を起点とした協同組合
活動を強化し、組合員や地域の皆様により一層利用していただけるＪＡづくりを目指してまいります。そして三つ
目の柱である「ＪＡ自己改革を実現するための組織・事業基盤の拡充強化」ではＪＡの存在価値を高める人財育成
に力を入れ、学習会や研修会による役職員のレベルアップを図ってまいります。また「地区運営委員会」を開催し
地域の実態に応じた組合員や利用者との交流などＪＡ活動への理解を深め、事業に反映させてまいります。
　さて昨年 12 月、当ＪＡの子会社である「有限会社ファーマーズつくば」に関する新聞報道がありました。一部
認識できない部分がありますが、現在は事務局で調査した内容を弁護士等で組織した第三者による検証委員会で審
査した結果を総務企画委員会並びに理事会に ｢平成 30 年 12 月に当組合が不詳事件として届け出た案件に関する
事実関係、発生原因とその背景、責任の所在に係る報告書｣ を答申、これに基づき子会社並びにＪＡは再発防止策
を策定、理事会の承認を得て県に報告、防止策の実施状況を四半期ごとに県に報告しています。検証委員会が平成
31 年 1 月 29 日理事会に報告した一部の関係者しか持ち得ない（理事会では報告資料は回収済）資料すべてが記者
に流出した結果の報道であります。
　この件については、昨年度の総代会並びに広報誌にて概要を報告したところです。また本年 2 月にも同新聞によ
る賃金未払いの報道がなされました。前段案件と同様、内部よりの情報流出であり、情報管理に問題があるのでは
との指摘を受けたところです。この件は労使間での時間外労働の認識不足により発生したもので、土浦労働基準監
督署より指摘・改善の指導を受け、再発防止の改善措置を講じ、指摘された未払い賃金すべて支払をしました。今
後は管理システムを導入（4 月）し対応することとし、改正労働法については労使委員会での話し合い並びに全職員・
管理者による研修を行い、労務管理を徹底いたしました。
　令和元年度（平成 31 年度）決算については、職員の退職による事業の停滞が懸念されましたが、全職員の努力
により計画に対し事業総利益は 101.7％となり、事業管理費の減少により事業利益の増加が図られました。
　今後もＪＡつくば市は、組合員と地域の皆様の負託に応えると同時に健全経営に努力してまいりますのでご支援
とご協力をお願い申し上げ、ご挨拶といたします。
� 令和２年４月 25 日
� つくば市農業協同組合
� 代表理事組合長　岡　本　秀　男
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総代会資料ダイジェスト版

令和２年度通常総代会議案
第１号議案
【報告事項】　○第17年度（令和元年度）貸借対照表、損益計算書、注記表及び附属明細書の内

容並びに会計監査人の監査報告及び監事の監査報告について
　　　　　　　○第17年度（令和元年度）部門別損益計算書について
【決議事項】　○第17年度（令和元年度）「組合員とともに創る茨城農業と豊かな地域社会」
　　　　　　　　ＪＡ新３カ年計画（第１年次）事業報告及び剰余金処分案の承認について
第２号議案　　�第18年度（令和２年度）事業計画「ＪＡ新３ヵ年計画（第２年次）」の設定につ

いて
第３号議案　　�定款（附属書を含む）の一部変更について
第４号議案　　信用事業規程の一部変更について
第５号議案　　エネルギー事業の移管について
第６号議案　　令和２年度の理事報酬額の決定について
第７号議案　　令和２年度の監事報酬額の決定について
第８号議案　　役員の選任について
第９号議案　　退任理事に対する役員退職慰労金の支給について
第10号議案　　退任監事に対する役員退職慰労金の支給について
附 帯 決 議　　�本日の決議事項について、権利義務に関せざる字句の修正及び行政庁の指示によ

る変更については、その処理を理事会に一任する
令和２年度通常総代会に上記議案を提出いたします。

令和２年４月25日

代 表 理 事 組 合 長 岡 本　 秀 男
代 表 理 事 専 務 中 野　 幸 夫
常 務 理 事 飯 竹　　　 忠
理 事 飯 田　 吉 治
理 事 中 島　 昭 夫
理 事 市 村　　　 寛
理 事 西 山　　　 好
理 事 塚 本　 忠 男
理 事 岡 田　　　 忠
理 事 荒 木　 た け
理 事 櫻 井　　　 守
理 事 田 村　 友 成
理 事 飯 岡　 千 尋
理 事 木 澤　 寛 伸
理 事 染 谷　 文 夫

理 事 對 﨑　 恒 雄
理 事 遠 藤　 道 夫
理 事 蛯 原　 勝 男
理 事 木 村　　　 操
理 事 比 毛　 和 美
理 事 太 塚　 道 資
理 事 市 村　 元 則
理 事 大 熊　 貞 夫
理 事 小田倉　勝　雄
理 事 関　　　 喜 幸
理 事 鯉 河　 仁 志
理 事 山 口　　　 勉
理 事 櫻 井　 龍 一
理 事 浅 水　 利 一
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総代会資料ダイジェスト版

第17年度 事業報告（令和元年度）（平成31年２月１日から令和２年１月31日まで）

１．組合の事業活動の概況に関する事項

（１） 当該事業年度の末日における主要な事業活動の内容と成果
　イ　農林水産業情勢及び金融経済環境その他の組合を取り巻く環境

　�　令和元年度の経済情勢は、海外経済の減速等を背景に外需が弱いものの雇用・所得環境の改善等により、内需を中心に緩や
かに回復しています。個人消費は消費増税直後に駆け込み需要の反動減に加え、台風による店舗の臨時休業や工場の操業停止
による供給不足などの下押し要因が重なったことで大幅に減少しましたが、その後やや持ち直しの動きです。一方で、長期金
利は再び小幅にマイナス圏になっており、超低金利の長期化により利鞘が縮小し金融機関としての収益悪化は経営に大きな影
響を与えています。
　�　また農業情勢は、国内の米消費量が減少する中、生産者が米価安定に向けて需要に応じた生産販売を行ったことで、米価は
維持されました。国際貿易においては、環太平洋連携協定（ＴＰＰ11）、日欧経済連携協定（ＥＰＡ）の発効、更には日米貿
易協定も発効となり、国内生産が縮小を迫られる恐れがあります。将来の担い手確保のために生産基盤拡大や農業者の所得増
大に向けた取り組みが求められます。

　ロ　組合の当該事業年度における主要な事業活動の内容及び成果
　�　令和元年度事業計画は平成30年10月に開催した第28回茨城県ＪＡ大会において決議した3カ年の目標（第1年次）として、
基本目標１：「農業者の所得増大」、基本目標２：「地域とくらしを豊かにするための協同組合運動の実践」、基本目標３：「Ｊ
Ａ自己改革を実現するための組織・事業基盤の拡充強化」の実践を通じて、組合員・地域の皆様のニーズを反映した事業運営
と地域から信頼される経営・組織づくりをめざして活動を進めてまいりました。
　�　「農業者の所得増大」では、主食用米は引き続き消費者・実需者ニーズに対応した独自の販路拡大を展開しておりますが、
実需者ニーズに基づく収量の多い業務用多収米品種を３品種導入し、また助成措置が大きい飼料用米の作付も取り組み、年々
面積を拡大しています。また基幹作物のネギについては、生産拡大を進め数量確保による有利販売を行っています。生産トー
タルコスト低減の取り組みとして、普及センター・全農と連携しながら土壌診断を実施しました。
　�　「地域とくらしを豊かにするための協同組合運動の実践」では、働く場所を基点とした協同活動として、店舗美粧化活動、
地域クリーン活動、季節のイベントなど地域の拠りどころとして組合員・地域の皆様に愛されるＪＡを目指し、活動を続けて
まいりました。支店では「支店だより」を発行し、支店から身近な情報を発信し、支店を起点とした協同組合活動を強化して
います。
　�　「ＪＡ自己改革を実現するための組織・事業基盤の拡充強化」では、平成30年度に実施した事業改革プロジェクトの提言に
基づき、事業改革を進めてきました。また地区別運営委員会を立ち上げ、各地区の意見や要望を集約する体制を構築しました。
また、女性部と常勤役員の意見交換会を開催しました。
　�　主な事業活動と成果の詳細については以下のとおりです。
　�　販売事業において主要品目の状況については、米は買取方式により昨年度より300円アップの14,300円/1俵（ＪＡ米・コ
シヒカリ1等）で買入を進めました。大型台風の襲来や天候不順により例年に比べ収量が減少となりましたが、主食用米の集
荷実績は108,441袋（前年対比101.7%）、非主食用米は76,271袋（前年対比100.6％）と全体で184,712袋（前年対比
101.0％）となりました。一方、青果物の受託販売高は503,155千円（前年対比96.2％）で前年より減少する中、主要作物
であるネギは228千C/S（前年対比107.1%）と出荷は増えましたが、単価が上がらず販売高は305,800千円（前年対比
95.0%）となりました。芝の販売実績は公共土木工事需要の減少により74万束（前年対比93.7%）、188,828千円（前年対
比90.8%）となりました。
　�　購買事業については、生産資材取扱高は肥料・農薬が人員不足や配送業者の不足により配送が遅れ、年度内供給でなく次年
度に繰り越された等の影響や、また種苗類では大口取引先の撤退により867,025千円（前年対比93.0%）と落ち込みましたが、
生活物資取扱高は、生活推進室を中心に新商品の取り扱いをし302,733千円（前年対比100.8%）の実績となりました。
　�　信用事業については、ローンセンターを中心に専門知識を持った職員を配置し、休日も対応できる体制により組合員・利用
者のニーズに合わせた商品の提案を行い、貸出金残高を15,184百万円（前年対比117.4％）に伸ばすことが出来ました。ま
たＭＡ（信用渉外担当者）を中心に年金獲得に向けた取り組みに重点を置き、貯金残高は67,661百万円（前年対比
102.0%）の実績となりました。
　�　共済事業については、ＬＡ（共済渉外担当者）を中心に各支店の地域特性に応じた取り組みを実施し、推進活動の量・質の
向上を進め、推進総合実績6,298千ポイント（目標対比95.4％）の実績となりました。全共連からの各種奨励金は増加した
ものの共済保有高の減少や自動車事故処理業務の全共連移管で前年度より共済付加収入が減収となりました。
　�　令和元年度の決算状況は事業総利益が1,263,605千円(前年対比100.2％ )に対し、事業管理費が1,167,826千円(前年対
比95.5％ )と昨年を大きく下回ったため事業利益は95,778千円となりました。。事業外費用で子会社である(有)ファーマー
ズつくばに対する業務支援料23,000千円、特別損失で固定資産減損損失22,305千円を計上しましたが当期剰余金は51,941
千円を計上することが出来ました。

　ハ�　当該事業年度中に実施した臨時的な資金調達、大規模の設備投資、事業譲渡その他の重要事項
がある場合にはその内容
　　　　　借入金額　　　　６億２千万円
　　　　　借入期間　　　　１年（元金一括償還）
　　　　　借入方法　　　　手形借入
　　　　　借入日　　 　　　令和元年９月20日
　　　　　償還日　　　　　 令和２年９月18日
　　　　　借入利率　　　　0.0％
　　　　　借入先　　　　　茨城県信用農業協同組合連合会
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（２） 組合として対処し解決すべき重要な課題及び対応方針
�　総合事業による運営を継続し、地域農業ニーズに即した営農・生活資金対応、営農経済施設への投資による生産拡大対応、
ならびに地域の組合員のくらしを総合的に支えていく役割を発揮しなければなりません。当ＪＡは信用事業運営体制のあり方
について、信用事業を自ら行い総合事業による運営を継続してまいります。
�　経営管理（ガバナンス）態勢については、子会社である（有）ファーマーズつくばにおいて、外国人技能実習生の３６協定
を超える長時間労働や技能実習法に抵触する法令等違反が発生したことにより、再発防止策を策定実行し、茨城県に四半期ご
とに状況報告を実施してまいりました。また、フレックスタイム制で勤務する渉外職員などの時間外労働に対する賃金不払い、
および一般職員の振替休日未消化分の賃金不払いについて、土浦労働基準監督署より是正勧告の行政指導を受けました。これ
はフレックスタイム制度および振替休日制度に対する認識が不足していたことが原因であり、指摘を受け未払い分の支払いを
行いました。現在は、新しい働き方関連法が適用されたこともあり、適法に労務管理を進めております。改めて法令遵守・利
用者保護及びリスク管理を経営上の重要な課題として取り組み、より倫理観の高い職場風土の構築を目指し、不祥事未然防止
策とコンプライアンス・プログラム（年次行動計画）に基づく透明性の高い健全経営に努めてまいります。内部管理体制の構
築を実施し、事務堅確性向上運動・不祥事を起こさない取り組みを行い、役職員が一体となってコンプライアンス態勢の強化
を図ってまいります。

イ　組合員数 　（単位：人）

資格区分 前期末 当　期
加　入

当期脱退
当期末

持分全部の譲渡 資格喪失 死亡又は解散 除　名 合　計

正
組
合
員

個　　　　人 7,027 120 136 － 79 － 215 6,932
（うち女性） (1,184) (52) (32) (1,204)

法
人
農事組合法人 4 － － － － － － 4
その他の法人 19 5 1 － － － 1 23
計 7,050 125 137 － 79 － 216 6,959

准
組
合
員

個　　　　人 3,534 181 44 1 23 － 68 3,647
（うち女性） (1,232) (62) (23) (1,271)

その他の団体 39 1 － 1 － － 1 39
計 3,573 182 44 2 23 － 69 3,686

合　　　　計 10,623 307 181 2 102 － 285 10,645
摘要：当期末正組合員戸数　5,914戸・当期末准組合員戸数　2,459戸

2　組合員の状況

区　　分 前期末 当期就任 当期退任 当期末 定款に定める役員の定数
理　事 29　 －　　 －　　 29　 27人以上31人以内

（うち常勤） (3) (－) (－) (3) 3人以上
監　事 5　 1　 －　　 6　 5人以上7人以内

（うち常勤） (1) (－) (－) (1) 1人以上
合　計 34　 1　 0　 35　 32人以上38人以内

イ　役員数 　（単位：人）

3　役員の状況

１　出資１口金額
	 1,000円
２　当期末払込済出資総額
	 1,551,374,000円
３　１正組合員当たり出資金額
	 182,638円
４　１組合員の持口最高限度
	 3,000口

ロ　出資口数
資格区分 前期末 当期増加 当期減少 当期末

正
組
合
員

個　　　　人 1,267,308 49,953 47,074 1,270,187
法
人

農事組合法人 42 0 0 42
その他の法人 666 97 10 753
計 1,268,016 50,050 47,084 1,270,982

准
組
合
員

個　　　　人 249,763 30,722 14,996 265,489
その他の団体 688 14 57 645

計 250,451 30,736 15,053 266,134
処分未済持分 9,164 14,258 9,164 14,258
合　　　　計 1,527,631 95,044 71,301 1,551,374

　（単位：口）
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第１　貸借対照表　第17年度（令和2年１月３１日現在）

第２　損益計算書　第17年度（平成31年２月１日から令和２年１月31日まで）

令和２年度決算報告書

資　　　産　　　の　　　部 負　　　債　　　の　　　部

科　　　　　　　目 金　　　額 科　　　　　　　目 金　　　額

１．�信 用 事 業 資 産 67,929,399 １．�信 用 事 業 負 債 68,985,206

２．�共 済 事 業 資 産 15,991 ２．�共 済 事 業 負 債 290,809

３．�経 済 事 業 資 産 811,830 ３．�経 済 事 業 負 債 177,225

４．�雑 資 産 287,050 ４．�雑 負 債 129,936

５．�固 定 資 産 2,405,277 ５．�諸 引 当 金 232,734

６．�外 部 出 資 2,033,348 ６．�繰 延 税 金 負 債 6,281

７．�再評価にかかる繰延税金負債 192,943

負債の部合計 70,015,137

純　　資　　産　　の　　部

１．�組 合 員 資 本 2,900,691

２．�評 価・ 換 算 差 額 等 567,068

純資産の部合計 3,467,759

資産の部合計 73,482,897 負債及び純資産の部合計 73,482,897

　（単位：千円）

　（単位：千円）

科　　　　目 金　　　額
１．�事 業 総 利 益 1,263,605
事 業 収 益 3,868,366
事 業 費 用 2,604,761
（１）信 用 事 業 収 益 530,632
（２）信 用 事 業 費 用 124,948
信 用 事 業 総 利 益 405,683
（３）共 済 事 業 収 益 437,275
（４）共 済 事 業 費 用 35,763
共 済 事 業 総 利 益 401,512
（５）購 買 事 業 収 益 1,198,149
（６）購 買 事 業 費 用 1,077,812
購 買 事 業 総 利 益 120,336
（７）販 売 事 業 収 益 911,541
（８）販 売 事 業 費 用 787,711
販 売 事 業 総 利 益 123,829
（９）保 管 事 業 収 益 10,118
（10）保 管 事 業 費 用 4,746
保 管 事 業 総 利 益 5,371
（11）利 用 事 業 収 益 612,178
（12）利 用 事 業 費 用 467,144
利 用 事 業 総 利 益 145,034
（13）宅 地 等 供 給 事 業 収 益 50,664
（14）宅 地 等 供 給 事 業 費 用 18,773
宅 地 等 供 給 事 業 総 利 益 31,891
（15）そ の 他 事 業 収 益 136,605
（16）そ の 他 事 業 費 用 86,217
そ の 他 事 業 総 利 益 50,388
（17）指 導 事 業 収 入 6,175
（18）指 導 事 業 支 出 26,618
指 導 事 業 収 支 差 額 ▲ 20,442

科　　　　目 金　　　額
２．�事 業 管 理 費 1,167,826
（１）人 件 費 861,494
（２）業 務 費 102,243
（３）諸 税 負 担 金 31,574
（４）施 設 費 171,753
（５）そ の 他 事 業 管 理 費 760
事 業 利 益 95,778

３．�事 業 外 収 益 45,734
（１）受 取 雑 利 息 1,921
（２）受 取 出 資 配 当 金 34,452
（３）賃 貸 料 1,710
（４）雑 収 入 7,649
４．�事 業 外 費 用 31,164
（１）寄 付 金 516
（２）賃 貸 関 連 費 用 474
（３）子 会 社 業 務 支 援 料 23,000
（４）雑 損 失 7,173
経 常 利 益 110,347

５．�特 別 利 益 4,552
（１）受 取 保 険 金 4,552
６．�特 別 損 失 29,461
（１）固 定 資 産 処 分 損 1,072
（２）固 定 資 産 圧 縮 損 3,403
（３）減 損 損 失 22,305
（４）台 風 災 害 関 連 費 用 2,680
税 引 前 当 期 利 益 85,438
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 22,864
�過 年 度 法 人 税 等 追 徴 額 2,592
�法 人 税 等 調 整 額 8,039
法 人 税 等 合 計 33,497
当 期 剰 余 金 51,941
当 期 首 繰 越 剰 余 金 50,090
税 効 果 調 整 積 立 金 取 崩 額 13,517
土 地 再 評 価 差 額 金 取 崩 14,297
当 期 未 処 分 剰 余 金 129,847
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事業別の明細
第3　附属明細書

イ　信用事業

（単位：件、千円）

　（単位：千円）

　区　　　　分 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貯 金 66,306,546 93,986,053 92,631,111 67,661,488

貸 出 金 12,935,411 4,175,323 1,926,336 15,184,398

預 金 50,131,479 77,182,355 78,895,482 48,418,352

有 価 証 券 2,868,779 2,522,747 1,866,022 3,525,504

　区　　　　分
仕　　向 被  仕  向

件　　数 金　　額 件　　数 金　　額

内 国 為 替 8,053 12,336,262 64,194 12,690,565

（単位：件、千円）

ロ　共済事業

ハ　購買事業

種　　　　　　類
当期末保有高

件数 金　額

生

命

総

合

共

済

終 身 共 済 8,538 72,672,282
定 期 生 命 共 済 56 525,000
養 老 生 命 共 済 3,633 31,861,909
うちこども共済 1,337 7,654,100
医 療 共 済 4,208 463,300
が ん 共 済 668 146,500
定 期 医 療 共 済 126 246,400
介 護 共 済 302 784,959

生 活 障 害 共 済 34

年 金 共 済 3,194 10,000
建 物 更 生 共 済 10,228 125,876,794
合　　　　　計 30,987 232,587,146

種　　　　　類 件　　数 金　　額 掛　　金 共済付加収入
火 災 共 済 945 10,551,590 11,697 3,653
自 動 車 共 済 7,953 352,698 78,760
傷 害 共 済 10,744 36,183,600 6,730 1,857
定額定期生命共済 5 20,000 135 7
賠 償 責 任 共 済 192 342 84
自 賠 責 共 済 1,348 32,266 5,631
合　　　　　　計 21,187 403,871 89,995

１　金額は、保障金額（がん共済はがん死亡共済金額、医療共済・定期医療共済は死亡給付
金額（付加された定期特約金額等を含む。）、介護共済は一時払契約の死亡給付金額、年
金共済は付加された定期特約金額）です。

２　生命総合共済は、生命総合共済開始以前に契約された養老生命、終身、年金の各共済契
約について合算して計上しています。

（単位：件、千円）①長期共済保有高

①買取購買品取扱実績

②短期共済新契約高

種　　　　　類
当期首繰越高

(A)
当期受入高

(B)

　 当期末棚卸高
(C)

当期供給原価
(D=A+B-C)

当期供給高
(E)

当期粗収益
(F=E-D)うち系統

利用高

生
　
産
　
資
　
材

肥 料 42,269 206,554 198,753 50,358 198,465 226,176 27,711
飼 料 95 1,343 1,343 29 1,409 1,555 146
農 業 機 械 18,208 249,363 233,922 15,682 251,890 288,387 36,497
農 薬 14,452 144,306 104,699 16,088 142,670 161,241 18,571
自動車（除く二輪） 1,359 23,594 － 1,352 23,600 26,441 2,840
燃 料 2,087 48,921 8,581 2,181 48,828 61,252 12,424
保 温 資 材 903 7,636 1,911 900 7,638 8,472 833
包 装 資 材 5,214 29,955 28,973 5,067 30,102 34,379 4,277
種 苗・ 素 畜 910 53,232 48,574 1,368 52,775 58,830 6,054
そ の 他 204 205 194 167 242 287 45

計 85,705 765,114 626,954 93,196 757,623 867,025 109,401

生
　
活
　
物
　
資

食
品

生鮮食品 － 3,884 3,884 － 3,884 4,366 481
一般食品 424 35,506 17,898 318 35,613 41,731 6,118

耐 久 消 費 財 125 44,177 38,952 54 44,249 50,075 5,826
衣 料 品 1,229 8,481 4,187 1,148 8,562 10,385 1,823
日用保健雑貨 1,319 116,277 4,745 3,794 113,803 124,722 10,919
家 庭 燃 料 341 37,497 37,497 5,855 31,983 71,450 39,466

計 3,442 245,825 107,166 11,171 238,096 302,732 64,635
合　　計 89,147 1,010,940 734,121 104,367 995,720 1,169,758 174,037

　� 金額は保障金額です。
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種　　　類 当期受入高（A） 当期手数料（B） 当期取扱高（A+B） うち系統利用高
米 41,299 4,016 45,316 15,865
麦 11,213 2,740 13,954 13,954

種 子 123,856 4,492 128,349 128,349
大 豆 14,691 398 15,089 15,089
野 菜 472,402 9,626 482,028 482,028
果 実 16,854 318 17,172 17,172
畜 産 物 67,334 1,041 68,376 68,376
花 き ・ 花 木 3,881 72 3,953 3,953
直売所・インショップ 190,683 29,301 219,984 －

芝 162,671 26,156 188,828 －
合　　　　計 1,104,889 78,163 1,183,053 744,790

種　　　類 当期首繰越高
（A）

当期受入高
（B）

当期末棚卸高
（C）

当期販売原価
（D=A+B-C）

当期販売高
（E）

当期粗収益
（F=E-D）

買 取 米 167,404 714,392 163,843 717,952 821,415 103,462

大 豆 19 62 － 81 112 30

野 菜 － 1,513 － 1,513 1,633 119

計 167,423 715,968 163,843 719,548 823,160 103,612

ニ　販売事業

ホ　保管事業

　（単位：千円）

　（単位：千円）

　（単位：千円）

①受託販売品取扱実績

②買取販売品取扱実績

項　　目 金　額

収
　
　
益

保 管 料 2,170
荷 役 料 2,855
検 査 手 数 料 5,022
保 管 雑 収 入 68

計 10,118

費
用

保 管 労 務 費 2,020
保 管 雑 費 2,725

計 4,746
差　　　引 5,371

へ　利用事業 　（単位：千円）

項　　目 金　額

収
　
　
　
　
　
益

乾 燥 施 設 57,893
葬 祭 事 業 456,314
育 苗 事 業 67,561
倉 庫 利 用 1,610
採 種 事 業 23,981
味 噌 利 用 事 業 892
機 械 利 用 事 業 3,924

計 612,178

費
　
　
　
　
　
用

乾 燥 施 設 40,497
葬 祭 事 業 380,857
育 苗 事 業 23,945
倉 庫 利 用 707
採 種 事 業 17,285
味 噌 利 用 事 業 873
機 械 利 用 事 業 2,978

計 467,144
差　　　引 145,034

チ　指導事業 　（単位：千円）

項　　目 金　額

収
入
実 費 収 入 6,175

計 6,175

支
　
　
出

営 農 改 善 費 9,295
生 活 改 善 費 704
教 育 広 報 費 8,196
農 政 活 動 費 8,420

計 26,618
差　　　引 ▲ 20,442

ト　宅地等供給事業
項　　　　目 金　　　額

収
　
益

供 給 手 数 料 30,570
供 給 雑 収 入 20,094

計 50,664
費
用
供 給 雑 費 18,773

計 18,773
差　　　　引 31,891

　（単位：千円）

リ　その他事業
項　　　　目 金　　　額

収
　
益

直 売 事 業 135,834
農 用 地 利 用 事 業 収 入 771

計 136,605

費
　
用

直 売 事 業 85,787
農 用 地 利 用 事 業 費 用 430

計 86,217
差　　　　　引 50,388

　（単位：千円）
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剰余金処分案　第17年度（令和２年１月31日）

� （単位：円）

種　　　類 目的及び取り崩し基準 積立目標金額 当期末残高

税 効 果 調 整 積 立 金
繰延税金資産（法人税等の前払部分）の剰余金処分を留保するために積立を行
う。取り崩しは法人税等の繰延税金資産が回収された金額を理事会の決議によ
り取り崩す。

18,130

信 用 事 業 基 盤 強 化
積 立 金

信用事業の機械化、情報サービスの充実及び金融自由化の諸対策のための支出
に対応して、相当額を理事会の決議により取り崩す。

15,000

施 設 維 持 管 理 強 化
積 立 金

施設・設備の取得、既存建物施設・設備改修整備及び災害復旧のため、施設・
設備の取得及び既存施設・設備改修整備等で多額の支出を理事会の決議により
取り崩す。

200,000 200,000

営 農 販 売 事 業 強 化
積 立 金

営農販売に対し、経営の健全性、安定的な財務基盤の確立の為、大幅な価格変
動及び貸倒に備え、積立を行う。その費用発生の範囲内で理事会の決議により
取り崩す。

50,000 50,000

固 定 資 産 減 損・
処 分 対 策 積 立 金

固定資産減損会計並びに固定資産処分（取壊し費用含む）に対し、経営の健全
性、安定的な財務基盤の確立のため、減損損失並びに固定資産処分（取壊し費
用含む）の範囲内で理事会の決議により取り崩す。

100,000 50,000

経 営 安 定 化 積 立 金

健全な経営基盤強化には、子会社を含めた経営上の様々なリスクに備える必要
があり、組合の財務基盤の安定及び自己資本の充実を図るために積立を行う。
取り崩しは各事業年度において過年度に比べて大幅な費用の発生または収益の
減少により当期損失金が発生した場合、理事会の決議により必要と認められた
額を取り崩す。

300,000 237,364

                                                                                                                    （単位：円）
１．当期未処分剰余金	 129,847,630円

２．剰余金処分額	 66,213,709円
　　（１）利益準備金	 11,000,000円
　　（２）任意積立金	 40,000,000円
　　　固定資産減損・処分対策積立金	 20,000,000円
　　　経営安定化積立金	 20,000,000円
　　（３）出資配当金	 15,213,709円

３．次期繰越剰余金	 63,633,921円

（注１）　�次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用にあてるための繰越金2,600,000円が含まれております。
（注２）　�出資配当は年１%です。ただし、年度内の増資及び減資、新規加入については日割り計算とします。出資配当金は、自己資本の充実

の上から、各組合員へ支払うべき配当金は出資予約預り金勘定科目へお預かりを行い、出資一口（1,000円）に達した時点で出資金
へ振り替えるものとします。

（注３）　�任意積立金における目的積立金の種類、積立目的、積立目標額、取り崩し基準は次のとおりです。

項　　　　目 金　　　額

費
　
　
用

生産者からの買取受入高（※１） －
その他商品の買取仕入高（※２） 81,080
そ の 他 4,706

計 85,787
差　　　　引 79,348

項　　　　目 金　　　額

取 

扱 

高

生産者からの受託販売高（※１） 219,984
生産者からの買取販売高（※１） －
そ の 他 商 品 の 受 託 売 上 高 44,656
そ の 他 商 品 の 買 取 売 上 高 123,028

計 387,669

収
　
　
　
益

生産者からの受託手数料（※１） 29,301
生産者からの買取販売高（※１） －
その他商品の受託手数料（※２） 8,304
その他商品の買取売上高（※２） 123,028
そ の 他 4,501

計 165,135

［参考］　直売事業（直売所・インショップ等）

（注）※1の項目は「ニ　販売事業」にも記載しております。
　　　※2の項目は「リ　その他事業」にも記載しております。

　（単位：千円）
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　（単位：千円）

総合利益計画表

� 年度
科目 令和元年度実績 令和２年度計画

信
用
事
業

負
債

貯 金 67,661,488 68,979,000
借 入 金 704,298 650,000
そ の 他 信 用 事 業 負 債 619,419 537,230
小 　 　 　 　 　 計 68,985,206 70,166,230

共
済
事
業

負
債

共 済 借 入 金 － －
共 済 資 金 164,338 174,000
共 済 未 払 利 息 － －
未 経 過 共 済 付 加 収 入 124,183 120,000
共 済 未 払 費 用 1,335 2,000
そ の 他 共 済 事 業 負 債 952 1,000
小 　 　 　 　 　 計 290,809 297,000

経
済
事
業

負
債

支 払 手 形 － －
経 済 未 払 金 157,120 157,000
経 済 受 託 債 務 4,000 4,150
そ の 他 経 済 事 業 負 債 16,104 16,000
小 　 　 　 　 　 計 177,225 177,150

雑 負 債 129,936 144,000
諸 引 当 金 232,734 249,320
繰 延 税 金 負 債 6,281 6,281
再 評 価 繰 延 税 金 負 債 192,943 192,943
負 債 合 計 70,015,137 71,232,924

純
　
　
　
資
　
　
　
産

出 資 金 1,551,374 1,566,587
回 転 出 資 金 － －
資 本 準 備 金 31 31
利 益 剰 余 金 1,363,543 1,392,482
▲ 処 分 未 済 持 分 ▲ 14,258 ▲ 10,000
組 合 員 資 本 小 計 2,900,691 2,949,101
その他有価証券評価差額金 63,465 63,465
土 地 再 評 価 差 額 金 503,602 503,602
評 価・ 換 算 差 額 等 小 計 567,068 567,068
純 資 産 合 計 3,467,759 3,516,169
負債及び純資産合計 73,482,897 74,749,094

� 年度
科目 令和元年度実績 令和２年度計画

信
用
事
業
資
産

現 金 549,345 409,000
預 金 48,418,352 48,849,000
有 価 証 券 3,525,504 3,101,000
貸 出 金 15,184,398 16,692,000
そ の 他信用事業資産 303,319 309,130
貸倒引当金（信用）▲ ▲ 51,521 ▲ 51,520
小 計 67,929,399 69,308,610

共
済
事
業

資
産

共 済 貸 付 金 1,110 －
共 済 未 収 利 息 － －
そ の他共済事業資産 14,881 12,950
貸倒引当金（共済）▲ － －
小 計 15,991 12,950

経
済
事
業
資
産

受 取 手 形 － －
経 済 未 収 金 513,523 445,220
経 済 受 託 債 権 701 700
棚 卸 資 産 279,264 264,450
そ の 他経済事業資産 19,507 19,950
貸倒引当金（購・販・他）▲ ▲ 1,190 ▲ 41
小 計 811,807 730,279

雑 資 産 287,074 282,966

固
定
資
産

建 物 2,456,523 2,501,328
機 械 装 置 673,553 703,553
土 地 1,180,036 1,179,536
建 設 仮 勘 定 － －
その他の有形固定資産 632,459 638,459
減 価 償 却 累 計 額 ▲ 2,540,947 ▲ 2,644,753
無 形 固 定 資 産 3,652 2,817
小 計 2,405,277 2,380,940

外 部 出 資 2,033,348 2,033,348
繰 延 税 金 資 産 － －
再 評 価 繰 延 税 金 資 産 － －
繰 延 資 産 － －
資 産 合 計 73,482,897 74,749,094

総合財務計画表

令和２年度事業計画

� （単位:千円）

� 年度
科目

令和元年度実績 令和２年度計画
収益 費用 差引 収益 費用 差引

事
業
総
損
益

信 用 530,632 124,948 405,683 517,731 111,926 405,805
共 済 437,275 35,763 401,512 401,181 38,920 362,261
購 買 1,198,149 1,077,812 120,336 1,191,989 1,083,954 108,035
販 売 911,541 787,711 123,829 939,934 820,596 119,338
保 管 10,118 4,746 5,371 9,715 4,785 4,930
利 用 612,178 467,144 145,034 652,396 501,014 151,382
宅 地 等 供 給 50,664 18,773 31,891 47,380 17,380 30,000
そ の 他 事 業 136,605 86,217 50,388 139,431 87,380 52,051
指 導 6,175 26,618 ▲ 20,442 10,607 26,830 ▲ 16,223

計 3,893,337 2,629,732 1,263,605 3,910,364 2,692,785 1,217,579

事
業
損
益

事 業 管 理 費 1,167,826 1,174,551
う ち 人 件 費 861,494 856,599
う ち 減 価 償 却 費 100,603 101,000

事 業 利 益 95,778 43,028
経
常
利
益

事 業 外 収 益 45,734 42,654
事 業 外 費 用 31,164 21,510
経 常 利 益 110,347 64,172

税
引
前
当

期
剰
余
金

特 別 利 益 4,552 0
特 別 損 失 29,461 1,500
税 引 前 当 期 利 益 85,438 62,672

税
引
後
当

期
剰
余
金

法 人 税 ・ 住 民 税 25,457 17,100
法 人 税 等 調 整 額 8,039 1,000
税 引 後 当 期 利 益 51,941 44,572
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� （単位:百万円）

� 令和２年度計画

金　額 伸長率

貯
　
　
金

当 座 性 26,778 96.8%

定 期 性 41,611 105.6%

定 期 積 金 590 99.8%

計 68,979 101.9%

借 入 金 650 92.3%

貸
出
金

証 書 貸 付 金 16,203 111.4%

当 座 貸 越 69 88.5%

そ の 他 420 75.0%

計 16,692 109.9%

預
　
金

系 統 48,826 100.9%

系 統 外 23 575.0%

計 48,849 100.9%

有 価 証 券 3,101 91.2%

共済事業計画

信用事業取扱計画 購買品取扱計画
（単位:千円）

� 令和２年度計画

金　額 伸長率

生
　
　
産
　
　
資
　
　
材

肥 料 244,000 107.9%

飼 料 1,525 98.1%

農 業 機 械 280,000 97.1%

農 薬 174,000 107.9%

自 動 車 38,000 143.7%

石 油 類 56,640 92.5%

保 温 資 材 8,460 99.9%

包 装 資 材 33,850 98.5%

種苗・素畜・その他 53,940 91.2%

計 890,415 102.7%

生
　
　
活
　
　
物
　
　
資

生 鮮 食 品 6,116 140.1%

一 般 食 品 37,500 89.9%

耐 久 消 費 材 41,660 83.2%

衣 料 品 8,600 82.8%

日 用 雑 貨 品 107,800 86.4%

L P ガ ス 71,078 99.5%

計 272,754 90.1%

合 　 　 計 1,163,169 99.4%

11

１．長期共済� （単位:千円）

種　類
令和２年度計画

新契約保障金額 保有高保障金額
保障金額 満期・入院金額等 保障金額 満期・入院金額等

　

生

命

総

合

共

済
　

終 身 共 済 1,289,860 754,860 69,880,890 26,229,310
定 期 生 命 共 済 29,000 － 551,080 －
養 老 生 命 599,400 378,400 27,308,070 6,606,120
うち こども共済 (287,000) (287,000) (7,275,400) (2,614,600)
医 療 共 済 8,000 850 453,470 25,430
が ん 共 済 － 340 142,880 4,410
定 期 医 療 共 済 － － 231,270 60,020
介 護 共 済 80,840 126,250 854,850 1,152,500
生 活 障 害 共 済 － 135,000 － 349,620
年 金 共 済 － 214,770 9,770 1,863,380

建 物 更 生 共 済 17,900,880 － 124,988,540 －
合 計 19,907,980 － 224,420,820 －

２．短期共済� （単位:件・千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

種　類
令和２年度計画

件　数 共済掛金
火 災 共 済 870 10,760
自 動 車 共 済 7,457 349,020
傷 害 共 済 10,546 6,750
定額定期生命共済 5 160
賠 償 責 任 共 済 188 300
自 賠 責 共 済 1,264 34,400
合 計 20,330 401,390
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利用事業取扱計画
� （単位:千円）

� 令和２年度計画
金　額 伸長率

乾 燥 施 設 事 業 58,718 101.4%
葬 祭 事 業 497,415 109.0%
育 苗 事 業 65,508 97.0%
倉 庫 利 用 事 業 2,430 150.9%
採 種 事 業 23,385 97.5%
味 噌 利 用 事 業 1,020 114.3%
機 械 利 用 事 業 3,920 99.9%

合　　　計 652,396 106.6%

� （単位:千円）

� 令和２年度計画
金　額 伸長率

買取

販売

米 851,379 103.6%
青 果 等 － 0.0%

計 851,379 103.4%

受
　
　
　
　
託
　
　
　
　
販
　
　
　
　
売

米
　
麦

米 12,700 28.0%
麦 6,700 48.0%

小 計 19,400 32.7%
採　 種（ 米・ 麦 ） 119,350 93.0%
畜 産 物 65,000 95.1%

青
　
　
果
　
　
物

ネ ギ 307,600 100.6%
ハ ー ブ 類 45,000 103.5%

梨 18,160 115.6%
キ ャ ベ ツ 23,500 81.4%
レ タ ス 2,450 59.4%
ト マ ト 4,230 156.4%
キ ュ ウ リ 9,140 105.0%
白 菜 3,000 38.8%

栗 2,700 184.3%
大 根 2,150 161.2%
そ ら 豆 967 495.9%
サンフレつくば 24,150 98.3%
ど き ど き 牛 久 28,800 106.5%
東 武 ス ト ア ー 3,650 114.8%
土浦インショップ 5,600 122.7%
イ ン シ ョ ッ プ 6,000 185.6%
加 工 ト マ ト 12,000 107.2%
加 工 生 姜 8,820 118.8%
そ の 他 700 63.3%
直 売 所 220,000 101.5%
小 計 728,617 101.3%

そ
　
の
　
他

大 豆 13,156 87.2%
花 卉 6,000 151.8%

芝 200,000 105.9%
小 計 219,156 105.4%

計 1,151,523 97.3%
合　　　計 2,002,902 99.8%

販売取扱計画

� （単位:千円）

� 令和２年度計画
金　額 伸長率

直 売 事 業 138,536 102.0%
農 用 地 利 用 事 業 895 116.1%

合　　　計 139,431 102.1%

� （単位:千円）

� 令和２年度計画
金　　　額 伸長率

保 管 料・ 荷 役 料 4,510 89.8%
検 査 手 数 料 5,155 102.6%
保 管 雑 収 入 50 73.5%

保 管 事 業 収 益 9,715 96.0%
保 管 事 業 費 用 4,785 100.8%
保 管 事 業 利 益 4,930 91.8%

その他事業取扱計画

保管事業計画

資産管理事業計画

指導事業計画
（単位:千円）

� 令和２年度計画
金　　　額

収
入

実 費 収 入 10,607
計 10,607

支
　
　
出

営 農 改 善 費 8,405
生 活 改 善 費 730
教 育 広 報 費 9,055
農 政 活 動 費 8,640

計 26,830
差 引 ▲ 16,223

（単位:千円）

� 令和２年度計画
金　　　額

宅地等供給手数料 29,220
宅地等供給雑収入 18,160

宅 地 等 供 給 収 益 47,380
宅 地 等 供 給 雑 費 17,380

宅 地 等 供 給 費 用 17,380
宅 地 等 供 給 利 益 30,000
宅 地 等 供 給 建 設 高 244,000
宅 地 等 供 給 賃 貸 料 492,000
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セ レ モ ニ ー セ ン タ ー
ガ ス セ ン タ ー

農 機 セ ン タ ー
車 両 セ ン タ ー

桜 ラ イ ス セ ン タ ー
桜 育 苗 セ ン タ ー
桜 グ リ ー ン シ ョ ッ プ

南部営農経済センター
茎 崎 支 店

桜 支 店
総 括 支 店

北部営農経済センター
筑 波 西 支 店

筑 波 東 支 店
総 括 支 店

西部営農経済センター

地 区 別 事 業 会 議

大 穂 支 店

豊 里 支 店
総 括 支 店

経 済 部

金 融 部

総 務 企 画 部
監 　 査 　 室

農 機 車 両 課

経 済 推 進 室

資 産 運 用 推 進 室

普 及 保 全 課

金 　 融 　 課

総 務 企 画 課
リ ス ク 管 理 課
農 住 課

茎崎グリーンショップ

筑波カントリーエレベーター
筑 波 育 苗 セ ン タ ー
筑波グリーンショップ

豊 里 ラ イ ス セ ン タ ー
豊 里 種 子 セ ン タ ー
大 穂 育 苗 セ ン タ ー
豊里・大穂グリーンショップ

ロ ー ン セ ン タ ー

共 済 部

渉 外 課
業 務 課

渉 外 課
業 務 課

渉 外 課
業 務 課

楽 農 園営 農 企 画 課

桜 農 産 物 直 売 所
筑 波 農 産 物 直 売 所
農産物直売所　四季の郷
農 産 物 集 出 荷 所
低 温 倉 庫

直 販 課

営 農 部

担

当

者

会

議

部

門

企

画

会

議

部

長

会

議

経

営

会

議

く
ら
し
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令和２年度組合の機構
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　令和２年４月１日
・�経営企画室と総務企画課を統合し、総務企画課と
しました。
・�保全課と普及課を統合し、普及保全課としました。
・�営農販売課と産直課を統合し、直販課としました。
・�地区本部制を廃止し、統括支店を設置しました。



理事（筑波）
飯村　盛雄

理事（茎崎）
大野　博司

理事（桜）
小神野　好一

理事（茎崎）
中島　昭夫

理事（茎崎）
蛯原　渉

理事（筑波）
櫻井　守

理事（筑波）
杉山　高良

理事（筑波）
岡田　実

理事（筑波）
遠藤　道夫

理事（筑波）
武井　正厚

理事（筑波）
関　喜幸

理事（筑波）
大熊　貞夫

理事（筑波）
大里　一彦

理事（大穂）
生田目　茂夫

理事（大穂）
木本　隆二

理事（豊里）
對崎　恒雄

理事（豊里）
草間　宏

理事（大穂）
染谷　文夫

新任役員のご紹介

理事（桜）
市村　元則

理事（桜）
中泉　久男

代表理事組合長
岡本　秀男

理事（桜）
久保田　均

理事（桜）
浅水　利一

理
　
　
事

監事（筑波）
栗原　茂

監事（大穂）
池島　裕

監事（桜）
久松　俊夫

監事（豊里）
比毛　和美

監事（茎崎）
中嶋　美雄

監
　
　
事

理事（豊里）
沖山　訓彦

理事（女性部）
関　ユミ子

理事（豊里）
中山　准一

理事（豊里）
坪井　寿

理事（女性部）
田村　幸子

理事（豊里）
大山　和一

常勤監事
豊田　郁夫

理事
菊地　冨雄

理事
小神野　勉

学
識
経
験
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新　所　属 氏　　名 旧　所　属

考 査 役 共済部　部長 酒 井 靖 浩 考 査 役 共済部　兼　普及課　部長兼課長

考 査 役 総務企画部　兼　農住課　
次長　兼　課長 国府田 正 幸 考 査 役 総務企画部　経営企画室　兼　農住課　

次長　兼　室長　兼　課長

考 査 役 金融部　兼　資産運用推進室　
次長　兼　室長 鈴 木 雅 文 審 査 役 金融部　資産運用推進室　室長

考 査 役 経済部　経済推進室　室長 市 村 康 智 考 査 役 経済部　生活推進室　室長

考 査 役 豊里支店　統括支店長 中 村 明 考 査 役 西部地区　地区本部長

考 査 役 筑波東支店　統括支店長 酒 寄 正 樹 審 査 役 営農部　営農企画課　課長

審 査 役 監査室　室長 伊 藤 隆 審 査 役 監査室　次長

審 査 役 共済部　普及保全課　課長 井 坂 一 成 審 査 役 共済部　保全課　課長

審 査 役 営農部　直販課　課長 久 松 秀 樹 審 査 役 営農部　産直課　課長

審 査 役 営農部　営農企画課　課長 清 水 祐 記 審 査 役 営農部　営農販売課　課長

審 査 役 経済部　経済推進室
セレモニーセンター　センター長 倉 持 健 一 審 査 役 経済部　生活推進室

セレモニーセンター　センター長

審 査 役 経済部　経済推進室
セレモニーセンター　副センター長 酒 寄 孝 教 審 査 役 経済部　生活推進室

セレモニーセンター　副センター長

審 査 役 経済部　経済推進室 横 田 和 久 審 査 役 筑波東支店

審 査 役 桜支店　統括支店長 柳 下 洋 治 審 査 役 南部地区　地区本部長

審 査 役 桜支店　業務課　課長 石 田 研 審 査 役 桜支店　副支店長

審 査 役 桜支店　渉外課　課長 広 瀬 勝 審 査 役 茎崎支店　支店長

審 査 役 茎崎支店　支店長 野 原 和 人 審 査 役 桜支店　支店長

審 査 役 筑波東支店　業務課　課長 岡 田 和 子 審 査 役 筑波東支店　副支店長

審 査 役 筑波東支店　渉外課　課長 岡 田 哲 哉 審 査 役 筑波東支店　支店長

審 査 役 豊里支店　業務課　課長 大 塚 進 審 査 役 営農部　営農企画課　課長補佐

審 査 役 豊里支店　渉外課　課長 石 川 真 一 審 査 役 豊里支店　支店長

審 査 役 大穂支店　支店長 草 間 健 一 審 査 役 有限会社　ファーマーズつくば　出向

審 査 役 豊里支店　渉外課MA 青 木 三知子 審 査 役 桜支店　副支店長

審 査 役 豊里支店　渉外課 LA 皆 葉 進 審 査 役 大穂支店　支店長

副 審 査 役 総務企画部　リスク管理課　課長補佐 宮 本 啓 悟 副 審 査 役 筑波西支店　副支店長

副 審 査 役 総務企画部　総務企画課　課長補佐 市 塚 昌 宏 副 審 査 役 総務企画部　リスク管理課　課長補佐

副 審 査 役 総務企画部　総務企画課 大 関 勝 子 副 審 査 役 総務企画課　経営企画室

副 審 査 役 金融部　金融課　課長補佐 髙 島 透 副 審 査 役 豊里支店　副支店長

副 審 査 役 金融部　資産運用推進室 大 場 弘 樹 調 査 役 金融部　金融課

副 審 査 役 共済部　普及保全課　課長補佐 菊 地 真由美 副 審 査 役 共済部　保全課

副 審 査 役 営農部　直販課　課長補佐 岡 田 光 央 副 審 査 役 西部営農経済センター　副センター長

副 審 査 役 経済部　経済推進室　室長補佐 飯 村 隆 雄 副 審 査 役 経済部　生活推進室　室長補佐

副 審 査 役 筑波東支店　業務課　課長補佐 中 嶋 裕 副 審 査 役 筑波東支店　副支店長

副 審 査 役 筑波東支店　渉外課　LA 田 崎 美 幸 副 審 査 役 筑波東支店　LA

副 審 査 役 豊里支店　業務課　課長補佐 前 野 稲 子 副 審 査 役 豊里支店　副支店長

副 審 査 役 豊里支店　渉外課　MA 岩 田 牧 子 副 審 査 役 金融部　金融課

副 審 査 役 南部営農経済センター　副センター長 野 口 信 夫 副 審 査 役 南部営農経済センター　営農相談員（TAC）

副 審 査 役 西部営農経済センター　副センター長 岡 田 祐 司 調 査 役 西部営農経済センター

副 審 査 役 有限会社　ファーマーズつくば　出向 金 子 昭 男 副 審 査 役 営農部　営農販売課　課長補佐

調 査 役 総務企画部　総務企画課 秋 田 麻 衣 副 審 査 役 総務企画部　総務企画課

調 査 役 金融部　資産運用推進室 坂 入 恭 輔 副 調 査 役 筑波東支店　MA

調 査 役 金融部　資産運用推進室 ローンセンター 吉 田 康 貴 副 調 査 役 金融部　資産運用推進室　ローンセンター

人事異動のお知らせ 令和２年4月 1日付
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令和２年4月 1日付
新　所　属 氏　　名 旧　所　属

調 査 役 共済部　普及保全課 菊 田 和 樹 調 査 役 共済部　普及課

調 査 役 営農部　直販課 石 川 亨 調 査 役 営農部　産直課

調 査 役 経済部　経済推進室 坂 寄 友 美 調 査 役 経済部　生活推進室　生活渉外

調 査 役 桜支店　業務課 豊 島 香 調 査 役 桜支店

調 査 役 桜支店　業務課 大 塚 麻 衣 調 査 役 大穂支店

調 査 役 桜支店　渉外課　ＭＡ 秋 田 直 之 副 調 査 役 茎崎支店　ＭＡ

調 査 役 筑波東支店　業務課 櫻 井 さおり 副 調 査 役 筑波西支店

調 査 役 豊里支店　渉外課　ＬＡ 吉 澤 雅 章 調 査 役 大穂支店　ＭＡ

調 査 役 南部営農経済センター　営農相談員（TAC） 岩 瀬 和 宏 副 調 査 役 南部営農経済センター

副 調 査 役 総務企画部　総務企画課 光 田 直 也 副 調 査 役 筑波東支店

副 調 査 役 金融部　金融課 草 間 和 樹 金融部　資産運用推進室

副 調 査 役 桜支店　渉外課　ＬＡ 佐 藤 利 信 副 調 査 役 茎崎支店　ＬＡ

副 調 査 役 筑波東支店　渉外課　ＬＡ 石 田 瞭 副 調 査 役 筑波東支店　ＬＡ

副 調 査 役 筑波東支店　渉外課　ＬＡ 中 田 翔 副 調 査 役 筑波東支店　ＬＡ

副 調 査 役 筑波東支店　渉外課　ＭＡ 池 田 茜 筑波西支店　ＭＡ

副 調 査 役 豊里支店　業務課 石 田 倫 美 副 調 査 役 豊里支店

副 調 査 役 豊里支店　渉外課　ＬＡ 前 木 一 紀 副 調 査 役 大穂支店　ＬＡ

副 調 査 役 豊里支店　渉外課　ＬＡ 木 村 祐 樹 副 調 査 役 大穂支店　ＭＡ

共済部　普及保全課 佐 生 綾 子 共済部　保全課

営農部　直販課 舘 朋 礼 営農部　産直課

桜支店　渉外課　ＬＡ 久 松 孝 寛 桜支店　ＬＡ

桜支店　渉外課　ＬＡ 中 山 由 美 桜支店　ＬＡ

桜支店　渉外課　ＭＡ 小 島 康 佑 茎崎支店　ＭＡ

桜支店　業務課 杉 田 怜 香 大穂支店

筑波東支店　渉外課　ＬＡ 酒 井 宏 幸 筑波西支店　ＬＡ

筑波東支店　渉外課　ＭＡ 渡 邉 智 穂 金融部　資産運用推進室

筑波西支店 若 山 直 也 筑波西支店　ＬＡ

豊里支店　渉外課　ＭＡ 野 口 敦 史 豊里支店　ＭＡ

大穂支店 吉 原 真規子 大穂支店　ＬＡ

桜支店　渉外課　ＬＡ 村 野 順 子 桜支店　ＬＡ

桜支店　渉外課　ＭＡ 田 中 和 志 桜支店　ＭＡ

筑波東支店　渉外課　ＬＡ 鈴 木 早弥佳 筑波西支店　ＬＡ

筑波東支店　渉外課　ＭＡ 中 澤 みゆ希 筑波西支店　ＭＡ

豊里支店　渉外課　ＬＡ 岡 田 清 美 豊里支店　ＬＡ

豊里支店　業務課 石 塚 沙 希 豊里支店

営農部　営農企画課 吉 葉 直 哉 新規採用 

営農部　直販課 目 黒 亜 依 新規採用 

桜支店　渉外課　ＬＡ 吉 澤 直 之 新規採用 

筑波東支店　業務課 石 島 雄 大 新規採用 

北部営農経済センター 飯 田 和 典 新規採用 

筑波西支店 中 嶋 まりん 新規採用 

大穂支店 山 中 龍 新規採用 

南部営農経済センター 木 村 歩 新規採用 

人事異動のお知らせ

※ＭＡ＝マネーアドバイザー
　ＬＡ＝ライフアドバイザー16



JA 共済は「ひと・いえ・くるま」の総合保障を通じて、皆様の毎日の生活を支えています。保障
のことでご不明・ご心配な点がありましたら、どうぞお近くの支店までお気軽にお電話ください。
私たちライフ・アドバイザーが皆様の信頼と期待に応え、「安心」と「満足」をお届けいたします。

今年度も８人が新入職員として入組しました。
どうぞよろしくお願い致します。
今年度も８人が新入職員として入組しました。
どうぞよろしくお願い致します。

渉外担当者紹介渉外担当者紹介

渉外担当者紹介渉外担当者紹介 ライフアドバイザー（ＬＡ）ライフアドバイザー（ＬＡ）

私たち営農相談員（TAC）は、組合員の
皆様に必要な栽培技術や肥料、農薬の情
報提供など、幅広い営農活動を支援させ
ていただきます。営農や生活に関するご
意見・ご要望も随時受け付けております
ので、皆様よろしくお願いいたします。

営農相談員（ＴＡＣ）担当者紹介営農相談員（ＴＡＣ）担当者紹介

私たちマネーアドバイザーは、皆様の資金づくりのパートナーとして、貯金・融資・年金
などのご相談に幅広くお応えいたします。何か少しでも疑問に思ったことや相談などあり
ましたら、いつでも私たちにお声がけください。

マネーアドバイザー（ＭＡ）マネーアドバイザー（ＭＡ）

新入職員紹介新入職員紹介

桜支店

中山 由美
桜支店 桜支店

村野 順子
桜支店

佐藤 利信 久松 孝寛 酒井 宏幸

田中 和志

木村 祐樹

筑波東支店

前木 一紀
豊里支店豊里支店豊里支店豊里支店

豊里支店

豊里支店

西部営農経済センター南部営農経済センター

南部営農経済センター

北部営農経済センター

北部営農経済センター

豊里支店豊里支店

岩田 牧子

吉澤 雅章鈴木 早弥佳 石田 瞭田崎 美幸
筑波東支店 筑波東支店

筑波東支店

筑波東支店

筑波東支店

筑波東支店

青木 三知子

中泉 一徳桜井 康幸

渡邉 智穂 野口 敦史

中田 翔

筑波東支店

皆葉 進

中澤 みゆ希

岡田 清美

岩瀬 和宏

桜支店 桜支店 桜支店

秋田 直之 小島 康佑 池田 茜

吉澤 直之

大穂支店

山中 龍

筑波東支店筑波西支店

中嶋 まりん

飯田 和典

石島 雄大
営農企画課 直販課 桜支店

吉葉 直哉 目黒 亜依

木村 歩
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JA 共済は「ひと・いえ・くるま」の総合保障を通じて、皆様の毎日の生活を支えています。保障
のことでご不明・ご心配な点がありましたら、どうぞお近くの支店までお気軽にお電話ください。
私たちライフ・アドバイザーが皆様の信頼と期待に応え、「安心」と「満足」をお届けいたします。

今年度も８人が新入職員として入組しました。
どうぞよろしくお願い致します。
今年度も８人が新入職員として入組しました。
どうぞよろしくお願い致します。

渉外担当者紹介渉外担当者紹介

渉外担当者紹介渉外担当者紹介 ライフアドバイザー（ＬＡ）ライフアドバイザー（ＬＡ）

私たち営農相談員（TAC）は、組合員の
皆様に必要な栽培技術や肥料、農薬の情
報提供など、幅広い営農活動を支援させ
ていただきます。営農や生活に関するご
意見・ご要望も随時受け付けております
ので、皆様よろしくお願いいたします。

営農相談員（ＴＡＣ）担当者紹介営農相談員（ＴＡＣ）担当者紹介

私たちマネーアドバイザーは、皆様の資金づくりのパートナーとして、貯金・融資・年金
などのご相談に幅広くお応えいたします。何か少しでも疑問に思ったことや相談などあり
ましたら、いつでも私たちにお声がけください。

マネーアドバイザー（ＭＡ）マネーアドバイザー（ＭＡ）

新入職員紹介新入職員紹介

桜支店

中山 由美
桜支店 桜支店

村野 順子
桜支店

佐藤 利信 久松 孝寛 酒井 宏幸

田中 和志

木村 祐樹

筑波東支店

前木 一紀
豊里支店豊里支店豊里支店豊里支店

豊里支店

豊里支店

西部営農経済センター南部営農経済センター

南部営農経済センター

北部営農経済センター

北部営農経済センター

豊里支店豊里支店

岩田 牧子

吉澤 雅章鈴木 早弥佳 石田 瞭田崎 美幸
筑波東支店 筑波東支店

筑波東支店

筑波東支店

筑波東支店

筑波東支店

青木 三知子

中泉 一徳桜井 康幸

渡邉 智穂 野口 敦史

中田 翔

筑波東支店

皆葉 進

中澤 みゆ希

岡田 清美

岩瀬 和宏

桜支店 桜支店 桜支店

秋田 直之 小島 康佑 池田 茜

吉澤 直之

大穂支店

山中 龍

筑波東支店筑波西支店

中嶋 まりん

飯田 和典

石島 雄大
営農企画課 直販課 桜支店

吉葉 直哉 目黒 亜依

木村 歩
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４
月
25
日
開
催

＜

報
告
事
項＞

１　

３
月
末
実
績
に
つ
い
て

２　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
進
捗
報

告
に
つ
い
て

３　

事
務
ミ
ス
等
内
容
及
び
再
発
防
止
策
の
報
告
に
つ

い
て

４　

自
主
検
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

５　

Ｊ
Ａ
つ
く
ば
市
再
発
防
止
策
の
取
組
結
果
に
つ
い

て

６　
（
有
）
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
つ
く
ば
再
発
防
止
策
の
取
組

結
果
に
つ
い
て

＜

協
議
事
項＞

第
１
号
議
案　

役
付
理
事
の
選
任
及
び
担
当
業
務
の
決

定
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

代
表
理
事
の
選
任
及
び
理
事
の
順
位
に

つ
い
て

第
３
号
議
案　

理
事
専
門
委
員
会
の
委
員
の
決
定
に
つ

い
て

第
４
号
議
案　

理
事
報
酬
額
の
配
分
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報
告
書
及
び

連
結
業
務
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

職
制
規
程
（
業
務
分
掌
）
の
変
更
に
つ

い
て

第
７
号
議
案　

Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
「
金
利
引
下
げ
プ
ラ

ン
」
実
施
要
領
の
改
訂
に
つ
い
て

詩

俳
句
・
川
柳
・
短
歌

春
風
に

コ
ロ
ナ
日
本
を

飛
び
回
り

谷
口 

ふ
み
子
さ
ん

三
密
を

わ
が
身
で
知
り
て

桜
見
る江

戸 

俊
美
さ
ん

春
日
差
し

小
鳥
飛
び
か
う

あ
ん
ず
の
木

桜
井 

照
子
さ
ん

こ
の
年
も

ハ
ン
タ
ー
の
季ト

キ節

去
り
ゆ
き
て

２
羽
の
野
鳩
が

元
気
告
げ
く
る

い
づ
み
ち
ゃ
ん
さ
ん

筧
水
ひ
び
く

ほ
と
り
や

蝦
蟇
出
づ
る

竹
之
内 

雄
二
さ
ん

五
月
な
り

大
空
泳
ぐ

鯉
の
群
れ

大
久
保 
悦
子
さ
ん

明
快
な

解
説
響
く

国
技
館

郷
土
の
自
慢

荒
磯
親
方

武
田 

由
貴
子
さ
ん

満
月
の

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン

よ
り
明
か
し

飯
村 

辰
雄
さ
ん

筑
波
山

男
体
女
体

自
然
体

合
わ
す
両
手
に

円
満
家
庭

八
野 

友
一
さ
ん

さ
い
き
ん
の
流
行

春
が
く
れ
ば

農
耕
接
触
だ

近
救
事
態
だ

早
く
草
取
り
せ
ね
ば

田
ん
ぼ
に
肥
や
し
を

や
る
コ
ロ
ナ

い
か
ん
せ
ん

土
が
呼
ん
で
い
る

な
ん
じ
ゃ
カ
ン
ジ
ャ

い
う
て
も

は
じ
ま
ら
ん

不
要
不
求
だ

外
出
自
粛
の

ば
あ
い
じ
ゃ
な
い

田
ん
ぼ
や
畑
が
待
つ

世
の
中
さ
わ
が
し
い

熱
も
な
く
咳
も
な
し

味
覚
嗅
覚
障
害

ま
る
で
な
し

は
や
り
病
が

や
ん
で
も

猫
の
手
は
休
め
な
い

飯
田 

茂
さ
ん

満
　
月

お
も
わ
ず

窓
を
開
け
る

桜
の
花
を

照
ら
し
て
い
た

古
の
人
は

ラ
イ
ト
の
な
い

夜
桜
を

月
の
明
か
り
て

見
物
し
て

い
た
の
だ
ろ
う

ピ
ン
ク
ム
ー
ン

そ
れ
に
し
て
も

言
い
得
て
妙

手
の
届
き
そ
う
な

お
月
さ
ん
で
し
た

ま
だ
六
時

若
い
頃
な
ら

と
び
起
き
た

も
う
と

ま
だ
と
の

時
差
を
知
る

Ｔ 

Ｅ 

さ
ん

二
人
の
孫
の

子
守
り
役
と
し
て

永
年
勤
め
た
会
社
を

希
望
退
職
す
る

其
の
孫
も

二
人
共
揃
っ
て
天
職
と
し
て

警
察
官
の
道
を
選
び

現
在
は
巡
査
部
長
と
し
て
活
躍

度
々
生
家
に
来
る

来
て
は
先
ず
最
初
に

先
祖
が
宿
る
仏
壇
に

手
を
合
わ
せ
る

誰
も
教
え
た

わ
け
で
も
な
い
の
に

感
心
す
る

今
で
は
二
人
共

結
婚
に
恵
わ
れ

曾
孫
迄
見
せ
て
く
れ
た

其
の
曾
孫
迄
も

親
を
真
似
て
か

仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
る
姿
に

感
動
す
る

自
分
は
94
歳
に
し
て

未
だ
元
気
だ
が

何
時
の
日
か

仏
壇
に
宿
る
時
が
あ
ろ
う
が
、

其
の
時
は
出
来
る
だ
け

会
い
に
来
て
欲
し
い

そ
し
て
天
国
か
ら

見
守
っ
て
や
り
た
い

宇
津
木 

利
夫
さ
ん

理
事
会
だ
よ
り
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J
A

J
A

f r o m

J
A

J
A

f r o m　ご意見は支店窓口、直売所及び広報誌、ホームページに掲
載させていただく場合がございます。

ご協力ありがとうございました。

　JA つくば市が行っている事業や職員の対応等に対する率直

なご意見やふれあい広場の作品（イラストや川柳など）をご自

由にお書き下さい。

クロスワードの答え

JAつくば市

アタマの体操
クロスワードパズル

※パズル正解者の中から抽選で 3 名の方に粗品をプレゼント！
　商品の発送をもって当選発表にかえさせていただきます。

◎クイズの答え

A B C D

Ｑ　二重マスの文字を A～ Eの順に並べてできる
　　言葉は何でしょうか？

クイズの答えは下のハガキに書いて応募して下さい。

●ヨコのカギ
 1   端午の節句に食べる和菓子 
 2   損の反対語 
 3   あの人、いい人なんだけど、○○○○多いんだよなあ 
 4   邦画ではありません 
 6   シオマネキやガザミはこの仲間 
 9   馬具の一つ。足を掛けます 
10  春の大型○○○○○をゴールデンウイークといいます 
11  クラブ○○○○、救援○○○○、○○○○写真 
13  与党と対立することが多い 
14  たくと良い香りがします 
16  アスパラガスは主にこの部分を食べます

●タテのカギ
 2   知事選の期日前○○○○○に行ってきた 
 5   耳は聴覚、鼻は嗅覚、目は 
 7   ゾウやライオンを数えるときに使う言葉 
 8   大きな口を持つ爬虫（はちゅう）類 
 9   往年のヒット曲『○○○○のハワイ航路』 
11  武者人形はかぶっていることが多い 
12  茶畑で行う収穫作業 
14  数え年 70 歳のお祝いです 
15  アシカやオットセイより大きな海獣 
16  飛行機で物を運ぶこと 
17  田畑を耕す農耕機械

前号の答え【ホ
A
タ
B
ル
C
イ
D
カ
E
】

クロスワードパズル

E

↓

→

◎短歌、俳句、川柳　◎お孫さんやペットの写真等　
◎絵手紙、イラスト　…など何でもオッケーです♪
弊誌に対し、皆様からいただいた個人情報は、掲載および作
品確認を行う場合のみに使用し、第三者に使用させることは
一切ありません。また、ご応募頂いた作品や写真は返却希望
者以外の方には返却致しませんので、ご了承お願いします。
作品や写真の返却を希望される方は、住所・氏名・電話番号
をご記入ください。掲載者には粗品をお送りします。
　
宛先　〒 305-0027　つくば市東岡 335 番地
　　　　　　　　　　JA つくば市　総務企画課　
　　　　　　　　　　E-mail : info@ja-tukuba.jp

作品募集中！
キリトリ線

キ
リ
ト
リ
線

出題●ニコリ
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ファーマーズつくば役員紹介
　有限会社ファーマーズつくばの役員につき
まして、以下の通りに就任いたしましたので、
ご報告致します。

　　代表取締役社長　笹本　秀一
　　（ＪＡつくば市より出向）

　　取締役専務　金子　昭男
　　（ＪＡつくば市より出向）

農産物の出荷会員を募集しています
　丹精込めて育てた農産物を出荷してみません
か？
　JA つくば市では直売所への農産物及び加工
品を出荷される会員を募集しております。
　入会費無料、年会費 3,000 円で出荷が可能
です。詳しくは営農部産直課までお問い合わせ
ください。

【問い合わせ先】
　営農部　直販課　　TEL：029-857-3114

令和３年度職員募集
１．募集職種・採用予定人数

２．応募資格

　　　
３．応募書類

４．応募受付期間

５．選考方法

　
　　　総合職 ５名程度

　　　高校・短大（専門学校を含む）・大学を卒業した者又は卒業
　　　見込者で、平成２年４月２日以降に生まれた者

（１）自筆エントリーシート兼履歴書（当組合指定様式Ａ４用紙２枚）
（２）卒業（見込）証明書
（３）学業成績証明書
（４）健康診断書（学校指定医、協同病院、その他総合病院等の診断書）

　　　※診断必須項目：身長、体重、視力、胸部レントゲン

（５）写真（タテ４ｃｍ、ヨコ３ｃｍ）２枚（履歴書貼付を含む）

　　　※正面無帽上半身３ヶ月以内に撮影したもの

　　　※写真の裏面に、氏名・生年月日を記入すること

　　　令和２年５月２９日（金）必着
　　　　　　　　　　　　　
（１）第一次選考（書類審査）
　　　※応募書類が不備の場合二次選考は受けられません。

（２）第二次選考（筆記試験）「茨城県ＪＡ職員統一採用試験」
　　　　①統一採用試験日　令和２年６月２２日（月）
　　　　②試験会場　「茨城県JA会館」水戸市梅香１－１－４
　　　　③試験内容
　　　　　○一般教養試験
　　　　（文章読解能力、数的能力、論理的思考力、社会常識、基礎英語力）

　　　　　○性格検査
　　　　　○論文
　　　　　※状況により再延期となる場合がございます。
（３）第三次選考（人物考査）

６．勤務条件

７．福利厚生

８．その他

※統一採用試験の延期に伴い応募受付期間を延長します。

（１）給与等
　　　当組合給与規程の定めるところによります。
（２）勤務時間　８：３０～１７：００
（３）休日
　　　週休２日制（土曜・日曜・祝祭日勤務は振替休日制度による）
　　　その他各種休暇制度あり

（１）社会保険・・・・健康保険、厚生年金
（２）労働保険・・・・労災保険、雇用保険
（３）健康管理・・・・年１回定期健康診断

（１）採用決定通知、その他連絡は直接本人に行います。
（２）ご不明な点は、下記担当者までお問い合わせ下さい。

申込・問合せ先

〒305-0027　つくば市東岡３３５番地
つくば市農業協同組合　総務企画部　総務企画課　　担当　石川
℡０２９－８５７－３１１１　　E-mail  info@ja-tukuba.jp
※履歴書は当組合のホームページからダウンロードいただくか、JAつくば市管内
　各支店窓口でのお渡しも可能ですので、電話・Eメールでお問い合わせください。

ＪＡの職員採用選考における個人情報の取り扱い

①受験申込に際し提供された個人情報は、採用試験実施に伴う業務
　のみに使用し、その他の目的には利用しません。
②個人情報は、採用試験業務が終了したのちにはＪＡの規定に基づ
　き破棄します。応募書類については、返却はいたしませんので予
　めご了承下さい。
③個人情報は、試験業務の一部を委託するＪＡ茨城県中央会に対し
　て試験運営上必要な範囲に限定して提供します。

キリトリ線

キ
リ
ト
リ
線
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News Topics

新
築
賃
貸
物
件
地
鎮
祭

筑
波
西
支
店
　
花
壇
紹
介
　

く
ら
し
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
青
木
葉

支
店
長
を
中
心
に
お
花
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

支
店
を
明
る
く
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
す

る
こ
と
で
、
組
合
員
の
皆
様
に
気
持
ち
よ
く

ご
利
用
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
４
日
つ
く
ば
市
さ
く
ら

の
森
地
区
に
て
新
築
賃
貸
物
件

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
鹿
島
神
社
宮
司
に
よ

る
地
鎮
が
行
わ
れ
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

今
回
建
設
予
定
の
物
件
は
積

水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
に
よ
る
軽

量
鉄
骨
造
２
階
建
て
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・

３
世
帯
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
５
世
帯

の
部
屋
タ
イ
プ
と
な
っ
て
お
り
、

入
室
管
理
に
つ
い
て
は
30
年
一

括
借
上
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
安
定

し
た
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ＪＡの自動車共済からのお知らせＪＡの自動車共済からのお知らせ
２４時間３６５日安心対応

事故等の場合には

レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合には

もし車の事故・故障トラブルがあった時には、
フリーダイヤル安心サービスへ。

●電話料金は無料です。公衆電話につきましては、電話をおかけにな
る時の１０円は必要ですが、かけ終わると戻ります。

●携帯電話・ＰＨＳからもご利用いただけます。
●サービスのご利用条件、提供範囲等、詳細については「ご契約のし
おり・約款」をご参照ください。

0120-0639310120-063931
ク ミ アイク ミ アイレッカーレッカーロードロード サービスはサービスは

0120-2589310120-258931
ジ コ は ク ミ アイジ コ は ク ミ アイ

【ＪＡ共済事故受付センター】

【ＪＡ共済サポートセンター】

セレモニーセンターセレモニーセンター

24 時間・年中無休対応24時間・年中無休対応

TEL.029-863-5000
http://www.ja-tukuba.jp/ceremony/
（詳しいコース内容はホームページでご確認ください。）

主な内容
●納棺師（メイクドレッサー）
●後飾り祭壇
●納棺・収骨用品
●葬具一式

　
●施主花
●受付事務用品一式
●盛菓子
●告知板　など

（コースの一例）

・葬祭セットコースにはご葬儀の際、セレモニースタッフ
が司会進行とご会葬者への気配り等をさせていただき
ます。
・家族葬、自宅葬、寺葬のプランやその他花祭壇等ご要望
に応じたご葬儀のプランもご用意いたします。
・セットコース料金の他、霊柩車、送迎バス、お写真、ドラ
イアイス等、別途料金にて承ります。
・24時間、病院・施設ホーム等からのご遺体搬送をお手伝
い致します。
アフターサービスの一環として、各種法事ギフト品をはじめ、お位
牌、仏壇、墓石の取扱い、ご相談を承っております。

９月よりつくばメモリアルホール小式場に加え、大式場
（午前のみ）においても花祭壇の対応が可能となりました。

きくコースきくコース

お客様に合わせた
様々なプランをご用意しております。

事前相談承っております事前相談承っております

【フロム .ジェイエイ】

発行人　代表理事組合長　岡本　秀男
発行所　つくば市農業協同組合
　　　　〒 305-0027 つくば市東岡 335
印　刷　株式会社デジタル印刷
編　集　総務企画部　総務企画課
　　　　TEL:029-857-3111　
　　　　FAX:029-857-3925
　　　　E-mail:info@ja-tukuba.jp
            URL:http://www.ja-tukuba.jp

自動車購入・車検等の費用はもちろん、
免許取得やカー用品購入にも対応

入学金・授業料等、就学されるご子弟の
教育に関する資金に対応

キャンペーン金利
変動金利

キャンペーン金利
変動金利

年 年

基準金利　年 5.4％（変動金利・保証料込） 基準金利　年 4.65％（変動金利・保証料込）

ＪＡマイカーローンキャンペーン JA教育ローンキャンペーンＪＡマイカーローンキャンペーン JA教育ローンキャンペーン
2020年 7月 31日（金）まで 2020年 7月 31日（金）まで

さらに さらに

下記条件１つにつき▲0.50%、最大年1.00%引下げ
①給与振込指定の新規契約、または既存契約
②家族（非同居含む）による年金口座振込指定の新規契約、
　または既存契約
③ JAカード〈クレジット〉の新規契約、または既存契約
④ネットバンク（IB）の新規契約、または既存契約
⑤当 JAローン契約者

下記条件１つにつき▲0.50%、最大年1.00%引下げ
①給与振込指定の新規契約、または既存契約
②家族（非同居含む）による年金口座振込指定の新規契約、
　または既存契約
③ JAカード〈クレジット〉の新規契約、または既存契約
④ネットバンク（IB）の新規契約、または既存契約
⑤当 JAローン契約者

引下条件適用で

年

引下条件適用で

年
変動金利（保証料込） 変動金利（保証料込）

商品詳細につきましては、最寄りの支店もしくはローンセンターまでお問い
合わせください。

商品詳細につきましては、最寄りの支店もしくはローンセンターまでお問い
合わせください。

2.15 1.90

3.15 2.90％

％

％

％
ローンセンター　つくば市東岡335　TEL：029-857-3130 ローンセンター　つくば市東岡335　TEL：029-857-3130


